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犬星ε其の連想
輻　の　川　生
　毎年正月がオリオン星座を見るのに好い時機εすれば，次ぎの二月は予輩シ
リウスを眺めるに好いミ言って好からう。星座ミしてはオリオン座の景色に優
る美齪は無いが，個々の星ざしてはシリウスの輝やきが他の総てを草してみる
　シリウスは猟師オリオンに追随する一疋の犬の首輪に光ってみる星であって
從うて，昔しから閉れは，時々，躍に「いぬぼし」ε呼ばれる。星座全艦εして
可なりの廣さにひろがり，べ，デ，エプ，工一一等の二等星も含んで居るので，
形ちも配列も共に見事なものではあるが，しかし，首星シリウスの光輝が余り
強過ぎるナこめ，他の丁々の光りを，割合に引き立たしめない。
　シリウスは貰（マaナス）一等傘の：巨光を放ってるる。滑れを夏の天の牽牛星
の如き標準一等星の光りに比べるε，約其の十倍に當ってみる。何S言っても
全恒星中の大親玉である．。一一尤もシリウスの光りも，金星や木星や，叉は街
頭を照らす人造の火S比べては見劣りがするやうに見えないこごも無いが，金
星木星月乃至街燈なさは借りナこ日光であったり，人の作つナこ光りであるナニめ，
落ち付いk人聞味はあるけれさ，其の代り，シリウスの飽くまで透きεほっk
白色光ε其の閃々たるひらめきの鋭3さが，如何にも入間界を超越した薙嚴な
感じを與へるのに敵すべくもない。シリウスの光りをまSもに受け入れるため
に，ちよつε暫らくの間，眼を外してオiJ穿ン座に覗線を移すか好い。そして
ものN二分時間も経たのち，叉眼を大犬座に返して其のシリウスを見よ。そこ
に始めて亘星の卜するE．光を本四に味はうこミが三号るであらう。
　シリウスは支那で古くから三星，叉1ま，天狼ミ呼ばれてみるが，エジプトで
も，幾千年の昔しから，此の星を天の中の特別な星εして崇拝し綾けた・もので
ある。毎年四々四五月の頃，太陽が黄道雪行の途中でふたご座やかに座に來る
ナこめ，シリウス星は暫く太陽ミ共に出浸し，從って肉眼観望者には見えない日
が幾日か綾いナこものであるが，夏の中頃からは，太陽が盆暗東へ行き過ぎるた
め，毎朝東の地李からシリウスの登る時刻が太陽の出現に先んずる事Sなり，．
七月頃からは早朝の観測者に見えるこεSなる。する蓬丁度此の頃からナイル
河の水が増して年々一回の大洪水が始承るものだから，エヂプト人に取っては
シリウス星が重大な此の季節を豫告すみ貴Sいものだった。だから此れが或る
宗教的な儀禮を以って崇拝されたのは冒しの彼等εしては尤もなこεである・
しかし之れミ同時に，エヂプト人はシリウス出現の観測から，今で言ふ太陽暦
の根本嶽値である一年の本統の長さ三百六十五日四分の一εいふものを逸はや
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〈登見しナこのである。此のエヂプト人の側見した一年の訓声が，其の後ギリシ
ャに入り，ついでローマ國に探用されてユリウス暦ミなり，中世に其れが改正
されて今のグレゴリ暦εなったのであるから，現今の暦學Sシリウス星εは可
なり深い因豫があるわけである。
　ロマ時代のセネカが，シリウスの色を赤色ε書いてみるので，覧る人々はシ
リウスが二千年足らすの間に赤から白に特色したものだらうε想像してみるが
學聞上から此の想像は大に疑はしい，現代の精密観測にまれば，シリウスの光
りは星々の中でも，全く模範的の白色であり，断れが叉，幾億年の長い期間に
赤から白へε急に攣色し難いA型の星の典型ご考へられてるる。故にセネカの
記録が残ってみるεしても，其れは何か別の原因（た＞Sへば室氣が濁ったナこめ
か？）で，此のシリウスが一時赤色に見えナこものか？或は全くの誤りか？
　コペルニクス以後，世の天文家たちが恒星の距離を知りf　jl’”り，いろいろミ
苦心研究をしナこ頃，いつも最初の研究鉗象ミなつナこものはシリウス星であった
昔しの人の心持ちでは，シリウスの光輝：が繕大であるこごは，帥ち此の星が吾
人に最も近いからだらうε云ふのであっk。從って，まつ此の近いε豫想され
る星までの距離を測らうε思ひ，幾人かの天文齪測家たちは，春夏秋冬に昂じ
て此のシリウスの経度の攣りの有無を測ったのであるが，今より百年前までは
其れ等の企てが皆野勢に聾しナこ。ミ言ふこミは，即ち，此の星が神判以上に遠
距離のものであるEいふのであった。
　同時に又，此の星の距離をいろいろざ假干して，其の車糖の下に，シリウス
の實光力を計算しf人も少なくは無かったが其の一こ：の例を基けるε，ハづダ
ンスはシリウスが太陽の280G⑪倍の距離にあるミして，其の實の光力を太陽の
13分の一ε見積り，其の後，又，ララス1・ンは同学に距離を141421倍Sして，
シリラスの光力を太陽の三倍を算出しナここεがある。だから，此等の計算か
ら，（漠然ε，ではあるが）此のシリウス並ひに一般の恒星は，實力に於いて我
が太陽ε匹敵するもの，或は其れ以上のものであるミの想像が行はれるやうに
なった。
　第十九世紀一一それも其の世紀の中頃に近くなって，始めてセンダゥル座の
ア星其の他二三の恒星距離が知られるやうになつナこが，わがシリウスに出ては，
其れが約八光年の距離にあるミ知れたのは一八八○年代にケープ天文墓でヘリ
ォメーター観測を働んだギル，エルキン爾天文家の努力の結果であった。
　なるほ♂，昔の下々が想像した通り，今εなって見ても，シリウス星は幾億
の恒星の中で最も近距離の星の一つである。何εなれば，今吾人の知るかぎり
では，最近距離の恒星εしては
　　　　1．センタウル座「最近星」（Proxima）　　　4．1光年
　　　　2．同　　　　　アルファ星　　　　　　4．3同
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　　　　　3．バ1ナ1ド星　　　　　　　　　　　6．1光年
　　　　　4．きりん座（ヘゴリウス）第22番星　　　　　8．1同
　　　　　5．シリウス星　　　　　　　　　　　8．8同
　郎ち，我がシリウスは第五番目に置かれてある。しかし此の九光年弱の距離が
　太陽地球聞の李均距離の600000倍に當ってみるε云ふこεは，菅しの天文家た
　ちも豫想しかねナこ所であらうから，いよいよの最も正確な距離測定が近年まで
　不成功であったのは無理でない。
　　大昔しからの傳統にむほんして，恒星が固有運動をするものであるミ言ふこ
　εの知れ☆最切の例は，やはり，シリウスであって，其登見者はエドマンド・ハ
　　レイ，時は1718年であっナこ。ハレイはシリウスS，アルデバランS，アークト
　　ウルS，三つの一等星の位置が，昔しのトレミ　一’時代の記録ε甚だしく二って
　みるのを知り，こxに始めて固有蓮動なるものΣ實例を認めるに至った。’今，
　最近の三三値によるε，シリウスは毎年L”32つΣ南西南の方向へ向け移動して
　みる。回れを換言すれば，此の星が角度一度だけ他11ち満月の直径の約二倍）移
　動ずるのに凡そ三千年を要する割合であるから，一般の常識に訴へれば判れは
　誠に緩やかな蓮動に違ひないけれS“，やはり恒星界の多撒ε比べれば之れは大
　速度ε言ふべきである。一一因みに，シリウスにからまる昔しからの傳詮によ
　れば，此の星は肥し天の河の東側にあっナニものであるが，カノプス星を追って
　銀河を南へ二つtckめ，今は逡に西側に移ったのである。ミころガ，丁丁の蓮
　動方向が偶然にも此の傳説の示す方向S一致するのは奇ミいふべきである。し
　かし此の邊りの天の河は幅が二十五度もあるのであるから，今の固有蓮動を以
　ってシリウスが此の「河」を越すためには七萬五千年を要するこεXなる。
　　「シリウスの固有言動が可なり不規律なものであり，之れは全く上る未知の天
　艦が引力によって此のシリウスの蓮行を妨害してみるからである」E二二なこ
　εを言ひ出しteのは，十九世紀の初め，ドイツの天文學界に聲名を劇ナてるた
　ベッセルで，年は1834年であった。其の後，人．々は望遠鏡によって此のべッセ
　ルの豫想する星を捜索したが，永く此の試みは成功しなかった。しかるに，18
　62年，アメリカの器械師オルゾン・G・クラークは新しく磨き上げた「十八吋」の
　　レンズを通して，一月三十一一一　Nの夜に始めて此の未知星を嚢見し，見事にペツ
　　セルの豫言を立謹した。之れは所謂「見えざる星の天文學」を開拓する最初のレ
　　コードεなったものであって，近代天文學の理論上にも観測上にも特筆すべき
　大事件である。
　　かうして見付けられtcシリウスの俘星は，其の後，諸所の大望遠鏡によって
　観測が績けられ，其の結果，此の星εシリウスεは一つの連星系を形ち作って
　みるこε，其の廻韓の週期は約五十年であるこSなさが知れ，同時に又此の種
　の観測から，シリウス星が我が太陽の24倍の質量の持ち圭であるこεも知れ
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て來た。
　昨1925年，米國ヰルソン山天文皇のアダムス氏が獲表したεころによるミ，
此のシリウスの俘星は，質量の割合からするε容積が極めて小さく，從って，
星全髄のZF均密度は太陽の53000倍ミいふ途方もないものEなり，ナこめにアイン
シタづン原理による光波の攣動も非常に著しいものであるε言ふ。
　おしいぬに封ずるこいぬの星座は，ことやぼくくおんやいるかなさの星as　NS
共に，穿ちは小いながら，人の興味を惹く有名な星座の一つである。之れを小
犬：∫呼ぶ所坦はやはりオリオンに從ふ猟犬の一つεして見られたのに由るので
あるが，首星をプロシ一手ンミ呼ぶ意味は，全くエヂプ1・流の聯想によるもの
である。何Eなれば，上にも記しナこ如く，毎年夏の心綱にシリウスの出現する
のを待つエヂプトの天文家ナこちが，此のプロシ～オンの出現の後滴刻にしてシ
リウスの現はれるを知る便法を辮へたのに由る。部ち「プロシーオン」KSは「犬
の前邸刮NSいふ意味に外ならない。
　プロシーオンはF型の星で，太陽からの距離は案外に近く，僅々10．5光年に過
ぎす，N，肉眼星の中では珍らしく添星である。此の星も，亦，1840年ベッセ
ルに其の固有四面の不規律なこεから，附近に未知星の存在するこミを古駅さ
れナこのであるが，此の場合は1896年に至り，シ・一バーり教授がリク天文皇の「三
十六吋．」望遠鏡により俘星を認めるに至った。今は5（此の明暗二星が一連星系
を形ち作ってみるこεが明らかであるが，週期は39年である。
　大犬ε小犬5は星座の名εしても好一封であり，叉，爾星座の首星たるシリ
ウスεプロシーオンεが共に太陽に近い一一等星の好モデノ・εして，論義にベッ
セルに窺知されナこ件星を共に持ち合はせてるる有名な連星εして，いろいろの
事が好く似てみる。共に相並んで冬の天を飾るのも何かの因縁こ思はれて面白
い。（終）
　　去罵一月十四日の日食
　京都大早天丈盗で1工山本教授（33セン
チ反射鏡で），上田教授（25センチ反射鏡
で），伊藤氏（］一8センチ屈折鏡で），上島氏
（中村氏の16・6Uンチ反射鏡で）等が此の
日の午後天文藁で観測秘準備しf苛ほ，荒
木助敏授引率の下に，中村，能田，竹田
の諸氏は5センチ前後の携帯望遠鏡ごク
ロノメ1タ1書た携へて，近頃開通のケ
1プァレカ1［：より比叡山Pt　l：YE“つた。天
氣ば良好で，爾地謡も・観測に1ま申し分
なかつアこ。観測結果（／プレテン第63號に
護表iされ7；o（但し・山本，伊藤爾氏［弍時
計線破損の爲，観測｛工不成功に終つナこO）
爾此の日食に大阪の山内美幸氏，高松の
田中朝夫氏，福山の石井峰男氏からも魏
浬哩幸艮告力sあっ’た。
　此の日食の皆既線上でtちアフリカ東
岸にイタ、〕ヤ國の　　　（　　）Rの
一隊，スマ〉うにば英米掲各國の槻胡琴
カミ滞宅直し’tこカ㍉（本誌前號塗照），近着電幸艮
によるt・スマトラ島でに天氣よく晴
れ，凝測ぱ首尾良く行ばれれ由O
O廣告下記の印澗物旭著者の
厚意によって，希1望者に無代で分つ。郵
券二銭封入，本會本部へ串込まれナこし。
　　　　　　　　　　　（天文：同好會）
山本博士著，アインシタインの相掛原理
（約20部）　　　i’tu「9政口青氏宗扁，　1926年中の
ユリウス期日表（約40部）
